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等
の
総
額
の
動
向
を
み
る
と
、
持
続
的
に
伸
び
続
け

て
い
る
が
、
と
く
に
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
か

ら
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
に
か
け
て
12
・
1
％

と
急
伸
し
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
類

型
別
に
み
る
と
、
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
は
13
・
2
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

さ
ら
に
、設
置
主
体
別
に
み
る
と
、
と
く
に
営
利
法

人
が
設
置
す
る
事
業
所
が
増
加
し
て
い
る
（
4
頁
図

３
）。
事
業
所
数
を
都
道
府
県
別
で
み
る
と
、
全
国

平
均
は
12
・
0
事
業
所
（
人
口
10
万
人
当
た
り
）
で

あ
る
の
に
対
し
、
佐
賀
県
（
21
・
3
事
業
所
）、
北

海
道
（
17
・
2
事
業
所
）、
鹿
児
島
県
（
17
・
0
事

業
所
）
が
多
く
、
東
京
都
（
7
・
2
事
業
所
）、
広

島
県
（
7
・
8
事
業
所
）、
岡
山
県
（
7
・
9
事
業
所
）

で
少
な
い
な
ど
、
地
域
差
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

総
量
規
制
の
対
象
と
し
て

追
加
す
る
方
向
へ

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
社
会
保
障
審
議
会
障
害

者
部
会（
以
下
、障
害
者
部
会
）で
は
、
①
地
域
差
を

是
正
し
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行

わ
れ
る
た
め
の
方
策
、
②
指
定
の
あ
り
方
（
総
量
規

制
・
意
見
申
出
制
度
）、
③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

の
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
お
り
、

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

総
量
規
制
の
方
向
性
は

急
速
に
増
加
し
た

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
障
害
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
入
所
施
設
や

精
神
科
病
院
等
か
ら
の
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
、

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
度
に
障
害
者
自
立
支
援
法

の
サ
ー
ビ
ス
（
共
同
生
活
援
助
）
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
整
備
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
は
、
障

害
の
程
度
が
軽
い
人
、
重
い

人
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

人
な
ど
、
そ
の
状
態
は
多
様

で
あ
る
と
と
も
に
、
居
住
形

態
も
戸
建
て
型
や
ア
パ
ー
ト

型
（
ワ
ン
ル
ー
ム
型
）
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
存
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
障
害
の
重

度
化
・
高
齢
化
へ
の
支
援
体

制
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
度
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
新

た
に
重
度
障
害
者
に
対
応
す

る
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
度
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度

の
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
重
度
障
害
者
支
援
加
算
の

拡
充
等
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
近
年
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
や

経
験
が
少
な
い
事
業
者
の
参
入
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
障
害
特
性
や
障
害
程
度
を
踏
ま
え
た
支
援
が
適

切
に
提
供
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
支
援
の
質
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

＊1…�全国で約100カ所の障害者グループホームを運営していた株式会社恵が、入居者への経済的虐待（食材費を過大徴収）、報酬の不正請求等を行っていた
ことに対し、いわゆる連座制を適用。すべての事業所の指定更新を認めない行政処分が行われた（順次、他法人へ事業承継）。

　障害福祉サービス等については、事業所数（と
くに営利法人が運営する事業所数）が急増してい
るなか、株式会社恵の事案＊１のように、広範囲の
多くの利用者に影響がある処分事例も発生してい
ることから、社会保障審議会障害者部会では運営
指導・監査の強化やグループホームの総量規制等
が検討されており、まもなく内容が取りまとめら
れます。議論の状況をみていきます。
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総費用額の推移（兆円） 平均利用者数（１ヶ月平均）の推移（万人）

一人当たり費用額（月額平均）の推移（万円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

障害者・障害児

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

障害者 障害児
（出典）国保連データ

19.3 19.4 19.7
20.1

21.3

91 95 98 103 107 

37 42 46 52 56 

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

障害者 障害児

6.2% 6.7% 5.8%
6.7%

1.3%
2.2%

6.0%

0.9%

2.4 2.6 2.7
2.9

3.3

0.5 
0.6 

0.7 

0.8 

0.9 7.6%

9.1%

12.1%

7.7%

近年の障害福祉サービス等の総費用額の動向図1

年間総費用額と伸び幅・伸び率 サービスごとの年間総費用額と伸び率の比較（イメージ）

（出典）国保連データ

居宅介護 2,600

1,417

511

697

8,602

2,124

4,163

800

1,792

5,242

2,388

5,306

29,234

8,067

37,300.7

2,863

1,622

586

713

9,085

2,475

4,712

858

1,875

6,294

2,728

6,098

32,548

9,261

41,809.8

263

205

76

16

483

351

548

57

83

1,052

341

792

3,315

1,194

4,509

10.1%

14.5%

14.9%

2.3%

5.6%

16.5%

13.2%

7.2%

4.6%

20.1%

14.3%

14.9%

11.3%

14.8%

12.1%

重度訪問介護
短期入所
療養介護
生活介護
施設入所支援
共同生活援助
就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

児童発達支援

放課後等デイサービス

障害者
障害児
全体

年間総費用額（億円）
R5年度 R6年度

伸び幅
（R5→R6)

伸び率
（R5→R6)

10.1%

14.5%
14.9%

2.3%

5.6%

16.5%

13.2%

7.2% 4.6%

20.1%

14.3% 14.9%

R5年度 R6年度 伸び率
（R5→R6）

R5→R6年度の主なサービスごとの年間総費用額の推移と伸び率図2

第48回障害福祉サービス等報酬改定検討チーム　資料6より

第48回障害福祉サービス等報酬改定検討チーム　資料6より
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東
京
都
初
の

社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
を
設
立

　
令
和
4
年
4
月
に
創
設
さ
れ
た
社
会

福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
は
、
社
会
福

祉
法
人
な
ど
が
社
員
と
な
り
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
法
人
同
士
の
連
携
・
協

働
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
法

人
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
や

経
営
基
盤
の
強
化
、
地
域
共
生
の
取
り

組
み
の
推
進
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
令
和
7
年
12
月
現
在
で
全
国
の
33

法
人
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　
平
成
4
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た
社
会

福
祉
連
携
推
進
法
人
一
五
戸
共
栄
会

は
、
東
京
都
八
王
子
市
の
一
誠
会
、
岐

阜
県
中
津
川
市
の
五
常
会
、
北
海
道
函

館
市
の
戸
井
福
祉
会
の
社
会
福
祉
法
人

3
法
人
が
参
画
し
て
い
る
。
人
口
動
態

の
変
化
に
伴
う
地
域
福
祉
の
多
様
化
・

複
雑
化
・
福
祉
人
材
の
労
働
需
給
の
タ

イ
ト
化
な
ど
の
環
境
変
化
に
対
し
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
相
互
の
長
所

を
活
か
し
た
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発

揮
さ
せ
、
地
域
福
祉
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
を
設

立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
法
人
一
誠
会
常
務
理
事
（
一
五

戸
共
栄
会
会
長
付
き
特
別
補
佐
兼

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
の
水
野
敬

生
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
も
と
も
と
3
法
人
は
、
創
設

者
が
同
じ
で
法
人
規
模
は
異
な
る

も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
中
心
と
し

た
介
護
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
30

～
令
和
2
年
に
か
け
て
全
国
各
地

で
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
広
域
の

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

た
め
、
令
和
2
年
2
月
に
3
法
人
で
災

害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
社

会
福
祉
連
携
推
進
法
人
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
災
害
時
の
支
援
体
制
と

と
も
に
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め

に
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人
を
設
立

し
ま
し
た
」。

　
設
立
に
至
る
ま
で
の
流
れ
と
し
て

は
、
令
和
4
年
9
月
に
一
般
社
団
法
人

共
栄
会
を
設
立
し
、
同
年
11
月
に
全
国

で
5
番
目
、
東
京
都
で
は
初
の
社
会
福

祉
連
携
推
進
法
人
と
し
て
認
可
を
受

け
、
令
和
5
年
5
月
に
現
在
の
法
人
名

に
変
更
し
て
い
る
。
法
人
本
部
は
一
誠

会
が
拠
点
と
す
る
東
京
都
八
王
子
市
に

設
置
し
、
理
事
長
に
は
五
常
会
理
事
長

の
土
屋
大
二
郎
氏
が
就
任
し
た
。

　
な
お
、
法
人
名
は
3
法
人
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
地
域
福
祉
に
尽
力
す
る
法
人
・
職
員

が
共
に
栄
え
る
と
い
う
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

５
つ
の
連
携
業
務
に
取
り
組
む

　
同
法
人
は
、
社
会
福
祉
連
携
推
進
法

距離を超えた共創、3法人が目指す
新しい福祉連携のかたち

　令和 4 年 11 月に設立さ
れた社会福祉連携推進法人
一五戸共栄会は、東京都八王
子市の一誠会、岐阜県中津川
市の五常会、北海道函館市の
戸井福祉会の 3 つの社会福
祉法人が参画し、経営基盤の
強化や災害時の支援体制を
整備しています。実践する連
携・協働の取り組みについて
取材しました。

— 東京都八王子市・社会福祉連携推進法人一五戸共栄会 —

法人の概要法人の概要

〒 192−0005　東京都八王子市宮下町 983
  TEL   042−691−2830
  FAX   042−691−8288
  URL   https://kyoeikai.or.jp/

法人設立：令和 4 年 11 月
理 事 長：土屋　大二郎
参加法人：社会福祉法人一誠会、社

会福祉法人五常会、社会
福祉法人戸井福祉会

社会福祉連携推進法人 一五戸共栄会
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